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抄 録

Oak leafro11erの性フェロモンの 組成およびそ

の生成が食餌により変化するという仮説に対する再

検討

ReinvestigationofOakLeafRollerSexPhero･

moneComponentsand theHypothesisThat

TheyVarywithDiet.J.R.MtLLER,T.C.BAKER,

R.T.CARD丘,W.L.RoELOFS,Science,192,140

(1976).

ハマキガの1柾,Oakleafroller(OLR)は,食餌

の種類によって性フェロモンの組成に変化がみられ,

カシの粥を与えても,その種によって果なった組成と

なることを,Hendryらは,さきに糊告している.そ

の根拠として (I)カシのj雑を入れない食餌の時には,

性フェロモンの 検 出 がで きなかった.(2)シス-10-

TDAが牲フェロモンテFJ･性を示したのは.成虫飛粗糊

二迎JJ'lJの極 く限られた糊rl'Jであった.(3)TDAの男性

体の うら.列なった時跡 こ只なった化合物が誘引性を

示した.(4)雄がカシの柴の切口に興香し,交尾行動

を示した,.(5)21ケの TDA の只性体が雌の性フェロl､■
モン分泌腺に-li在することが認められた.その うちの

い くつかは.雌雄成虫の虫体抽山物にも認められた.

これに対し,われわれは,Hendryらと同じ地方の

OLR を班い. 性フェロモン同定を行なった. OLR

は,ウズラ豆を用いた人工飼料で飼育した.雌虫体の

仙川物は.GLC(OV-1)で 1分矧 こ分取し,′EAGを

行なって.活比部を探黙した.Cl一アセテート硫域に

あらわれたピークの うち, トランス-1トTDA とシス

-ll-TDA にそれぞれ応答が認められ存在塁比は,6?

% :32,%であった.また,抽出物の Cllアセテート祝

城を災めて.オゾン分脈後.GLCで分析した結果二

韮統合位把が 11位に由来するアルデヒド-アセテート

が碓認されたが他の二g(範!i合位掛 こ由来する生成物は

確認できなかった.

室内生物検定では,種々の TDAは,単独で何ら活

比を示さず,シス-ll-TDA, トランスー1トTDAも同

様にllt_机では不活性であった.しかし. トランス-11-

TDAをシスー11-TDAに30-80%混合した時には.

羽バクツキが32-70%の雄にみられた.しかも,十雌

当超に匹敵する反応 (64,%の羽バクツキ)を超させる

この混合物の_flは 約 10ngであった.野外誘引試験は,

4種の実験を行なった.

1. 70% トランス-ll-TDA,30% シス-ll-TDA配

合物の量を変えて4回練 り返し実験 を行ない,1mg

を放った時55古 く平均)の トラップ数 が 最高 で,

10mgを放った時の トラップ数は0であった.雌虫体

から発見されているC14アセテ-トを加えても, トラ

82

ップ数は増加せず 1mgの トランス-1トTDA,シス-

11-TDA氾合物に25,%の Cl一アセテートを添加する

と32吉の トラップ数であった.

2. CHアセテートの雄聖劉ま添加指を変化させて調べ

た.70% トランス-ll-TDA30,% シス-ll-TDAの氾

合物 1mgで98告が トラップされ この出合物にCl̀

アセテ-ト5,%加えると101吉 となったが,25,%ある

いはそれ以上の添加では,搬添加よりも減少した.

3. シス-ll-TDA, トランス-ll-TDA, シス-10-

TDA.シス-4-TDAの各 1mgはトラップ数0,70%

トランス-ll-TDA,30%シス-1トTDA況合物 1mg

は.124杏をトラップし ,'･一末交尾qE成虫2匹の トラッ

プ数は81令であった.

4. トランスー11-TDA, シスllllTDAの氾合比が

トラップ教 におよはす雄響をみると, トランス-11-

TDAが50%以下,および80%以上である時には,トラ

ップ数は0で, トランス-ll-TDA66,%の時に最高 ト

ラップ教で,60,%,70,%の時でも,減少が認められた.

拙論として,Hendryらのいう食餌の変化によって,

昆虫のフェロモンの組成と,知光が変化するという仮

説は受け入れられ難い.

昆虫フェロモンの生成は,食餌に由来するか ?

InsectPheromones:DietRelated?L.HJ:NDRY,

･Science,192,143(1976).

たしかtこ, 少ない抽出材料で,GLC精製し.CI-

rEIIGC適 では.TDA 異性体間の分離を効率的に解

析できなかった.われわれの野外採集雌の抽出物の分

析で,トランス-1トTDAの所に,Cllアルコールを発

見しているので,Millerらのいうトランスー11-TDA

67%, シス-ll-TDA33%の存在比は決定的とはいえ

ない. トランスtll-TDAの混合比が.50%以下と80

%以上の時に.誘引を抑制するようであるし.せまい

和田の況合比で活性なの も,そのためであろう.

Millerらは, オゾン分解試料に,樋 く少虫の雌の

抽出物を使っているが,1%以下の成分の分脈物の検

出は.およそ不可能なので.微宜成分の忠義について

もまだ未解決である.

Millerらは,トランス-ll-TDA,シス-1llTDA混

合物 1mgで 野外誘引試験を行なっているが.われわ

れは,そのような過は使用できなかったので,不成功

であった.また,少晶の爽雑物によっても,失活する

こともあるので.火牧の原因であろう.

結論として,食飢中の化合物が昆虫の配偶行動に地

分かは関係しており,食餌中の化合物による進化およ

び.生態上の個体数の変動に対する基礎的閃迎性とい

うことはこれから検討するのに価値ある仮説であろう.

(甫焔正三)


